
  

 

人権文化祭 つながり～世界は誰かの仕事でできている～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『夢を追う君へ 思い出してくじけそうなら いつだって物語の 

主人公が立ち上がる限り 物語は続くんだ』 
  

それぞれのパートの発表がつながりあい、出来上がった一つの劇。この 3週間の取り組みの成果が発揮できた素晴らしい舞台でした。  

農家と料理人と TV プロデューサー。その 3 つの仕事がつながっていたように、チャラ男と農家の老夫婦、料理人とその奥さん、TV 番組を作る

チームの4人がつながっていたように、世界はたくさんの「つながり」で出来ている。 

背景・大道具係の舞台装置がキャストの出る舞台を彩ってくれた。リズムパフォーマンスが音を鳴らす道具には小道具係の地道な作業があった。

華やかなダンスをさらに引き立てる衣装係の努力があった。そうした各パートのつながりは「世界は誰かの仕事でできている」というテーマそのも

のでした。そして何より、この取り組みには毎日力を合わせた仲間との「つながり」があった。最後に73期生全員で響かせた見事な歌声があった。 

各パートのリーダーとして引っ張ってくれたみんな、力を発揮してくれたね。お疲れ様。それぞれに責任を持ってやりきったみんな、お疲れ様。 

 

『僕は知ってるよ 誰よりも君が 一番輝いてる瞬間を』 
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